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【熊本市の主要指標】
人口：733,516人
（上水道普及率：94.4％）
（下水道普及率：87.9％）
面積：39,032ha
（水道管整備延長：3,366km）
（下水道管整備延長：2,544km）

【熊本市の特徴】
①熊本城
②日本一の地下水都市
③全国20番目の政令指定都市

下水道事業について

【下水道の主要指標】
全体計画：13,724ha 事業計画：13,026ha
整備面積：11,391ha   処理人口：645,030人

熊本市について

単独公共、流域関連、他団体接続にて、８処理区（分
流式・合流式併用）の供用開始を行っている。

１．熊本市下水道事業の概要



【前震】
○発生日時 平成28年4月14日21時26分
○震源地 熊本県熊本地方（北緯32度44.5分、東経130度48.5分）
○震源の深さ 11ｋｍ
○地震の規模 M6.5
○各地の震度（震度5強以上）

・震度7 熊本県 益城町宮園
・震度6弱 熊本県 玉名市天水町 西原村小森 宇城市松橋町

熊本市東区佐土原 熊本市西区春日
熊本市南区城南町 熊本市南区富合町 等

・震度5強 熊本県 玉名市横島町 菊池市旭志 宇土市浦田町
熊本市中央区大江 熊本市東区佐土原
熊本市北区植木町 等

【本震】
○発生日時 平成28年4月16日1時25分
○震源地 熊本県熊本地方（北緯32度45.2分、東経130度45.7分）
○震源の深さ 12ｋｍ
○地震の規模 M7.3
○各地の震度（震度５強以上）

・震度７ 熊本県 益城町宮園 西原村小森
・震度６強 熊本県 南阿蘇村河陽 宇土市浦田町

大津町大津 宇城市松橋町
熊本市中央区大江 熊本市東区佐土原
熊本市西区春日 等

・震度６弱 熊本県 阿蘇市一の宮町 阿蘇市内牧 南阿蘇村中松
熊本市南区城南町 熊本市南区富合町
熊本市北区植木町 等

・震度５強 熊本県 南小国町赤馬場 小国町宮原 高森町高森 等

日本ダクタイル鉄管協会資料

熊本市上下水道局

熊本市上下水道局

震度分布図 4/14 前震

震度分布図 4/16 本震

２．熊本地震の概要



【活断層の活動の評価について】
文部科学省の機関である地震調査研究推進本部地震調査委員会は、
前震：日奈久断層帯の活動 本震：布田川断層帯の活動と評価した。
なお、2016年6月10日に当機関より、「全国地震動予測地図
2016年版」が公表されている。

産業技術総合研究所資料

【地震の発生状況について】 【過去の大地震との被害状況の比較について】

平成28年5月14日熊日新聞朝刊

震央分布図

最大震度５弱以上は計24回発生
余震回数は計4,209回発生（12/31時点）

熊本地方気象台資料

２．熊本地震の概要



３．熊本市のマンホールトイレ整備計画

本計画は、熊本市地域防災計画で想定される立田山断層（Ｍ6.5）、布田川断層帯（Ｍ7.2）を震
源とする地震発生時において、下水道施設の最低限の機能を確保し、地震に対する安全度を高め、安心し
た都市活動の継続を図ること、また、発災後の対応力を向上させ従来よりも速やかにかつ高いレベルで下水道
が果たすべき機能を維持・回復させることを目的とする。

＜対策方針＞

＜計画期間及び総事業費＞
計画期間：平成25年 ～ 平成30年
総事業費：約3,080百万円

ソ フ ト 対 策
（下水道BCP策定）

マンホールトイレシステム
の整備管路施設の耐震化

自家発電設備の設置浄化センター・ポンプ場
の耐震対策

熊本市下水道
総合地震対策計画

＜計画の目的＞
(１) 熊本市下水道総合地震対策計画について

減災対策の一環として
位置づけ！！



マンホールトイレ整備計画の策定（H24）

＜設置方針＞
（１） マンホールトイレの設置数は、１校で５基とし、そのうち１基は車いす用とする。
（２） 避難者が利用しやすい場所に設置する。
（３） 清掃用の水が確保しやすく、利用しやすいところに設置する。→プール水、河川水、用水路水など
（４） 可能な限り、照明用の電源が確保できるところに設置する。

①マンホールトイレ整備計画連絡調整会議（H24～）
→ 関連部局へのオーソライズ
（防災部局、環境部局、教育委員会、上下水道局の関連部署による会議）

②東部浄化センターマンホールトイレ設置工事（H25.3）
→ マンホールトイレのイメージ共有、事業実施の必要性の理解促進

中
学
校
を
選
定

関連部局との調整及び連携（H24～H26）

Ｈ26 Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｈ31 Ｈ32 Ｈ33
1 2 2 2 2 1 1 0 11
0 1 2 1 1 1 1 2 9
0 1 1 1 1 1 2 1 8
0 1 0 1 0 1 0 1 4
0 1 1 0 1 1 1 1 6
1 6 6 5 5 5 5 5 38

整備予定年度
中央区
東区
南区
西区
北区

計

３．熊本市のマンホールトイレ整備計画について

＜対象施設＞
対象施設は、熊本市公共下水道計画区域内にある38の中学校とする。

(２) マンホールトイレ整備計画について



４．マンホールトイレ整備状況

新設マンホール

既設マンホール

管路

マンホールトイレ
設置箇所

凡　　例

写真方向

竣 工 写 真

平成28年4月14日、16日の熊本地震発災時までに、4校（計：20基）の整備完了

(１) マンホールトイレの整備状況（平成29年1月末時点）
京陵中学校【中央区】 5中学校

白川中学校（H27.7竣工）
京陵中学校（H27.11竣工）
竜南中学校（H28.9竣工）
帯山中学校（H28.10竣工）
江原中学校（H28.12竣工）

【東 区】 3中学校
西原中学校（H27.11竣工）
長嶺中学校（H28.12竣工）
湖東中学校（H28.12竣工）

【南 区】 2中学校
下益城城南中学校（H27.11竣工）
託麻中学校（H28.10竣工）

【西 区】 1中学校
井芹中学校（H28.9竣工）

【北 区】 2中学校
北部中学校（H28.9竣工）
清水中学校（H28.10竣工）



４．マンホールトイレ整備状況及び構造

備品収納3号マンホール

平面図（イメージ）

断面図（イメージ）

車いす用トイレ

公共下水道へ

小型マンホール

注水用マンホール
プール水等を持ってきて、注水
用マンホールに投入！

通常時は、トイレ・テントをマンホールの中に
収納！
地震災害時は、中から取り出して組み立て
ます。

地震災害時は、蓋を開けて、トイレ・テントを設置！

延長 L=約15m

(２) マンホールトイレの構造（熊本市型）

既設管渠が被災し使え
ない場合は、3号マン
ホールと管路部で貯留！



４．マンホールトイレ整備状況及び構造
(３) マンホールトイレの完成イメージ（熊本市型）

注水用マンホール

備品収納3号マンホール小型マンホール
（マンホールトイレ5基）

既設マンホール
（公共下水道へ）

災害弱者用トイレ

① ②
③

＜完成イメージ＞



５．熊本地震における活用事例
(１) 熊本地震におけるマンホールトイレの設置・撤去及び点検状況

4/15 4/16 4/17 4/19 4/22 5/6 5/9 5/20

白川中学校

（AM）
トイレ
設置

（PM)
第1回
点検

（PM)
第2回
点検

（AM)
撤去
清掃

京陵中学校

（AM）
トイレ
設置

（AM)
第1回
点検

（PM)
第2回
点検

（AM)
撤去
清掃

西原中学校

（AM)
トイレ
設置

（PM）
第1回
点検

（PM）
第2回
点検

（AM)
第3回
点検

（PM)
撤去
清掃

下益城城南
中学校

（PM)
トイレ
設置

（AM)
第1回
点検

（AM）
第2回
点検

（PM)
撤去
清掃

設置期間：21日間

設置期間：21日間

設置期間：35日間

設置期間：8日間

熊本地震におけるマンホールトイレの設置・撤去及び点検については、すべて市の職員が実施

水道復旧
により撤去

被害大きく、
避難所継続

避難所の閉鎖・
収束により撤去



５．熊本地震における活用事例
(２) 熊本地震におけるマンホールトイレの設置状況

4月16日深夜の本震後、当日の
午前中に、4校すべて設置完了



５．熊本地震における活用事例
(３) 熊本地震におけるマンホールトイレの点検状況

トイレが快適に利用できるように、
点検時には、ボランティアや学校
職員等に、実演による説明



５．熊本地震における活用事例
(４) 熊本地震におけるマンホールトイレの利用状況

避難所ごとに、使用
ルールを決めて、マン
ホールトイレを利用



５．熊本地震における活用事例
(５) その他事例紹介

～①K中学校の例～
下水道に流してはいけないものを流
したことにより、マンホールトイレが一
時使用できない状況になった。
【つまりの原因】
・ウェットティッシュ・紙おむつ
・生理用ナプキン 等

マンホールトイレが詰まって
使用できない！！

～②A公園の例～
支援物資を用いて、公園内のマン
ホールを無断で開け、外した穴に、
板を敷いて、トイレを設置していた。
（設置者不明）

マンホール上に組み立てている
だけで、転落の危険性大！！

維持管理もされておらず、
ハエ等が発生！！



(１)撤去時の清掃作業状況

６．熊本地震後の維持管理

マンホールトイレを撤去する際、
高圧洗浄車・強力吸引車により

清掃作業を実施



(２)マンホールの害虫駆除作業状況

６．熊本地震後の維持管理

薬剤散布により、
ゴキブリ等の

害虫駆除を実施



(３)資機材の消毒作業状況

６．熊本地震後の維持管理

熊本地震時に活用後、
資機材を洗浄し、
消毒作業を実施



(４)資機材の点検作業状況

６．熊本地震後の維持管理

3号マンホール内に
納入した資機材の
点検作業を実施



７．現場の声

・トイレが洋式であり、臭いも少ないため、子供も大人も使いやすくてよかった。
・断水したこともあり、水が限られた中でもいつもと同じように利用ができて、助
かった。

＜利用者の声＞

・車いす用のトイレもあり、仮設トイレに比べて段差もないので利用しやすかった。
・夜間は暗くて、利用に困った。
・利用方法（使用後の水の流し方等）がよくわからなかった。

＜避難所運営者の声＞
使用ルール（朝からの定期的な清掃等）を決めて利用できたので、マンホー
ルトイレがあって運営側からしても、非常に助かった。

＜下水道担当者の声＞
避難所ごとに使用ルールが違っていた。マンホールトイレにごみ等を流すマナー
の悪い使い方をする事例もあって、一時使用できない状態になった。

トイレの周りに汚物が飛び散っていたこともあり、清掃が大変だった。

夜間時や雨天時においても、避難所の方が利用しやすい配置計画を検討す
る必要性を感じた。



国土交通大臣賞＜循環のみち下水道賞＞受賞

熊本地震時のマンホールトイレ活用による反響

防災トイレフォーラム（H28.11.25） 水防災プロジェクト（H29.1.29）

平成28年熊本地震時にマンホールトイレを活用し、国土交通
大臣賞を受賞したことで、地方公共団体からの行政視察や講演
依頼が増え、また、報道機関からの取材が多くなりました。

また、地域住民向けのイベントでマンホールトイレの展示を
行った際には、多数の方々よりご意見をいただき、マンホール
トイレをはじめ防災への関心の高さを感じました。



ご清聴ありがとうございました


